
議会だより
まきのはら

平成27年11月15日発行

40牧之原市議会  一般質問

祝
10周年！市制

• 平成26年度決算を認定
• 市長に提言書を提出
• ８議員が市長と激論（一般質問）
• 特集！「議会だより」で振り返る10年！

10月10日、友好都市米国・ケルソー市長夫妻（中央）と
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平成26年度決算を認定

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
平

成
26
年
度
各
会
計
の
決
算
認

定
や
、
平
成
27
年
度
補
正
予

算
な
ど
議
案
13
件
、
諮
問
３

件
、
認
定
７
件
、
同
意
１
件

が
提
出
さ
れ
た
。

　

連
合
審
査
会
お
よ
び
各
常

任
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
が

行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
認
定
・
可
決
し
た
。

　

ま
た
議
員
発
議
に
よ
り
市

議
会
委
員
会
条
例
お
よ
び
会

議
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
・
規
則
を
提
出
。
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

提出件数
議　　　案

諮問 専決
予算 条例 その他

5 5 3 3 ―

認定 同意 報告 議員
発議

請願
陳情

7 1 ― 2 ―

議案番号 件　　　　　　　　　名 議決結果
諮問第３号 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任

諮問第４号 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任

諮問第５号 人権擁護委員の候補者の推薦について 適任

議案第39号 教育長の任命について 原案同意

認定第１号 総 文平成26年度牧之原市一般会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

認定第２号総 文平成26年度牧之原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

認定第３号総 文平成26年度牧之原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

認定第４号総 文平成26年度牧之原市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

認定第５号 総 文平成26年度牧之原市土地取得特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

認定第６号 総 文平成26年度牧之原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定

議案第40号 総 文平成26年度牧之原市水道事業会計の利益の処分及び決算の認定について 原案可決及び認定

議案第41号 平成27年度牧之原市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第42号 平成27年度牧之原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第43号 平成27年度牧之原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第44号 平成27年度牧之原市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第45号 平成27年度牧之原市土地取得特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第46号 大江地区防災公園整備工事の請負契約について 原案可決

議案第47号 市道壱丁田北線新設工事請負契約の一部変更について 原案可決

議案第48号 津波避難ビル（Ｍブロック）建築工事（建築本体工事）請負契約の一部変更について 原案可決

議案第49号 総 文牧之原市消防委員会条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第50号 総 文牧之原市情報公開条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第51号 総 文牧之原市個人情報保護条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第52号総 文牧之原市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第53号総 文牧之原市青少年問題協議会条例の一部を改正する条例 原案可決

発議第３号 牧之原市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決
発議第４号 牧之原市議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決

定 例 会
９月１日〜９月30日［ ］歳入決算額：196億 118万円

歳出決算額：186億3249万円

総 文…総務建設委員会に付託された議案
総 文…文教厚生委員会に付託された議案
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Q　

地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
交
付
金
は
、
地
方
創
生

事
業
と
し
て
国
の
支
援
で
取

り
組
む
も
の
で
あ
る
。
事
業

の
採
択
は
国
が
決
め
、
地
方

の
自
主
性
は
狭
め
ら
れ
て
い

る
が
、
事
業
展
開
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

　
（
大
石
和
）

A　

本
市
の
自
然
環
境
、
特

産
品
、
人
材
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
力
な
ど
、
地
域
資
源
を
活

用
し
て
自
立
で
き
る
事
業
を

増
や
し
、
地
域
創
生
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

Q　

菅
山
保
育
園
改
修
工
事

実
施
で
あ
る
が
、「
子
育
て
支

援
計
画
」は
計
画
的
に
進
め

る
も
の
で
、
当
初
予
算
に
計

上
す
べ
き
で
は
な
い
か

　
　
（
植
田
）

A　

予
想
以
上
に
３
歳
未
満

の
入
所
希
望
が
増
加
し
た
こ

と
及
び
相
良
地
区
の
幼
稚
園

入
所
希
望
が
多
数
い
る
こ
と

か
ら
補
正
対
応
し
た
。

Q　

頻
度
の
高
い
大
型
校
５

台
分
の
更
新
だ
が
既
存
機
の

２
次
利
用
は
。
ま
た
他
校
サ

ー
バ
ー
に
つ
い
て
今
後
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は　

   （
平
口
）

A　

経
年
劣
化
に
よ
る
故
障

が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
交
換

後
は
点
検
再
整
備
し
代
替
機

と
す
る
。
今
後
も
巡
回
し
適

宜
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
あ
た
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

【
全
員
賛
成
可
決
】

議
案
に
対
す
る

主
な
質
疑
・
討
論

地
域
活
性
化
・
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金

申
請
事
業
に
つい
て

保
育
園
管
理
費
の
委
託
料

及
び
工
事
請
負
費
の
追
加

補
正
に
つい
て

学
校
管
理
費
校
務
用
サ
ー

バ
ー
更
新
に
つ
い
て

改
修
が
予
定
さ
れ
て
い
る

菅
山
保
育
園

校
外
学
習
と
し
て
議
会

を
傍
聴
し
た
相
良
中
学

校
３
年
生

Q　

中
学
生
以
下
の
医
療
費

窓
口
負
担
無
料
化
に
よ
る
一

般
会
計
か
ら
の
補
て
ん
２
７

０
万
円
の
根
拠
は
な
に
か

　
（
藤
野
）

A　

国
庫
負
担
は
無
料
化
に

よ
り
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て

減
額
と
な
る
。
年
度
前
半

90
万
円
、
後
半
１
８
０
万
円
、

合
計
２
７
０
万
円
の
減
額
が

見
込
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。

Q　

津
波
避
難
ビ
ル
請
負
契

約
で
１
２
２
９
万
円
の
増
額

変
更
内
容
は
。
ま
た
設
計
段

階
で
把
握
で
き
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
か　
　
（
名
波
喜
）

A　

主
に
仮
設
・
鉄
筋
・
鉄

骨
・
外
壁
工
事
等
で
あ
り
、

初
期
設
計
に
お
い
て
、
検
討

が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
反
省

し
て
い
る
。
今
後
慎
重
な
対

応
を
し
た
い
。

Q　

ス
ロ
ー
プ
部
の
鉄
筋
か

ら
鉄
骨
へ
、
外
装
の
タ
イ
ル

張
り
か
ら
吹
付
け
塗
装
へ
の

変
更
は
、
設
計
段
階
で
問
題

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
が　
　
　
（
平
口
）

A　

第
３
者
審
査
に
よ
り
安

全
性
向
上
の
指
導
が
あ
っ
た
。

約
款
に
基
づ
く
変
更
で
あ
り

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

Q　

度
重
な
る
請
負
契
約
の

変
更
の
責
任
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
ま
た
、
建
設
工
事
を

管
理
で
き
る
技
能
職
を
採
用
、

養
成
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か　
　
（
名
波
富
）

A　

責
任
の
所
在
に
つ
い
て

は
こ
れ
か
ら
検
証
し
て
い
く
。

技
能
職
に
つ
い
て
は
、
採
用

を
か
け
て
い
る
が
地
方
の
自

治
体
に
は
応
募
が
少
な
い
。

Q　

８
月
28
日
に
実
施
さ
れ

た
７
者
に
よ
る
制
限
付
き
一

般
競
争
入
札
の
３
億
９
２
０

４
万
円
の
落
札
内
容
と
金
額

の
妥
当
性
を
伺
う

　
　
　
　
　
　
　
（
大
石
健
）

A　

予
定
価
格
を
下
回
り
、

調
査
基
準
価
格
以
上
で
あ
る

相
良
建
設
株
式
会
社
と
仮
契

約
し
た
。
落
札
比
率
は
96
・

５
％
だ
っ
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
全
員
賛
成
可
決
】

津
波
避
難
ビ
ル
（
Ｍ
ブ
ロ
ッ

ク
）
建
築
工
事
（
建
築
本

体
工
事
）
の
請
負
契
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
可
決
】

大
江
地
区
防
災
公
園
整
備
工

事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

【
賛
成
多
数
可
決
】

津波避難ビルを兼ねた
牧之原市防災研修セン
ターが完成
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個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

【
賛
成
多
数
可
決
】

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

【
賛
成
多
数
可
決
】

 

反
対 　

番
号
法
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
が
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
が
市
民
に
理
解
さ

れ
て
お
ら
ず
、
個
人
情
報
漏

え
い
事
件
へ
の
再
発
防
止
策

等
、
情
報
管
理
体
制
が
不
十

分
。
ま
た
制
度
導
入
の
費
用

対
効
果
が
不
明
で
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
の
擁
護
も
曖
昧
で

あ
る
。　
　
　
　
（
大
石
和
）

 

賛
成 　

こ
の
条
例
改
正
は
、

実
施
機
関
が
保
有
す
る
特
定

個
人
情
報
に
、
利
用
の
制
限

や
提
供
の
制
限
を
加
え
る
な

ど
、
10
月
か
ら
始
ま
る
番
号

制
度
を
適
正
に
運
用
し
て
い

く
た
め
に
、
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
も
の
で
あ
り
、
市
民

に
と
っ
て
必
要
な
改
正
で
あ

る
。     　
　
　
　
　
（
大
井
）

 

反
対 　

国
に
よ
る
個
人
番

号
管
理
は
年
金
デ
ー
タ
が
流

出
す
る
な
ど
危
険
性
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
国
が

個
人
情
報
を
一
手
に
握
る
こ

と
へ
の
懸
念
も
あ
る
。
そ
の

た
め
の
手
数
料
の
新
規
設
定

は
拙
速
で
あ
る
。　
（
藤
野
）

 

賛
成 　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

や
、
そ
も
そ
も
の
制
度
運
用

に
つ
い
て
の
懸
念
は
多
々
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
本
条

例
改
正
案
は
あ
く
ま
で
番
号

制
度
導
入
に
伴
う
手
数
料
に

関
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
改

正
を
経
ね
ば
手
数
料
の
徴
収

が
で
き
ず
行
政
に
よ
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
停
滞
な
ど
の
影
響

を
き
た
す
恐
れ
が
あ
る
。

　
（
平
口
）

Q　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
市
民
参
加
方
法
は
。
ま

た
好
評
を
博
し
た「
Ｋ
Ｉ
Ｄ

Ｓ　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
ぼ
く
ら
の
ま

ち
の
は
ら
」は
、
地
方
創
生

先
行
型
交
付
金
が
出
な
い
来

年
度
以
降
も
開
催
す
る
の
か

　
（
平
口
）

A　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
諮

問
会
議
の
２
つ
の
手
続
き
で

取
り
ま
と
め
て
い
く
。「
ぼ

く
ま
ち
」は
子
ど
も
た
ち
か

ら「
来
年
も
や
り
た
い
」と
の

要
望
が
出
て
い
る
。
ぜ
ひ
や

り
た
い
。

Q　

大
江
地
区
で
廃
冷
蔵
庫

の
ウ
レ
タ
ン
等
の
一
般
廃
棄

物
処
理
基
準
に
適
合
し
な
い

解
体
行
為
を
行
っ
て
き
た
業

者
と
個
人
に
、
市
が
出
し
た

「
撤
去
措
置
命
令
」に
は
強
制

力
が
あ
る
の
か　
（
大
石
健
）

A　

文
言
そ
の
も
の
で
法
的

強
制
力
を
持
つ
命
令
で
あ

る
。
先
方
か
ら
聴
聞
し
た
上

で
、
措
置
命
令
を
か
け
る
。

国
、
県
、
警
察
の
判
断
に
従

い「
一
般
廃
棄
物
」の
撤
去
を

求
め
る
命
令
と
し
て
対
応
す

る
。

総 

括 

質 

疑

賛否が分かれた議案の採決状況

[議案第46号]
大江地区防災公園整備工事の請負契約
について

賛成 14 賛成
平口、藤野、大井、名波喜、植田、村田、良知、澤田、鈴木、
太田、本杉、中野、名波富、大石和

反対 1 反対 大石健

[議案第48号]
津波避難ビル（Ｍブロック）建築工事（建
築本体工事）請負契約の一部変更について

賛成 14 賛成
平口、大石健、藤野、大井、名波喜、植田、良知、澤田、鈴木、
太田、本杉、中野、名波富、大石和

反対 1 反対 村田

[議案第51号]
牧之原市個人情報保護条例の一部を改
正する条例

賛成 13 賛成
平口、大石健、大井、名波喜、植田、村田、良知、澤田、鈴木、
太田、本杉、中野、名波富

反対 2 反対 藤野、大石和

[議案第52号]
牧之原市手数料条例の一部を改正する
条例

賛成 13 賛成
平口、大石健、大井、名波喜、植田、村田、良知、澤田、鈴木、
太田、本杉、中野、名波富

反対 2 反対 藤野、大石和

賑
わ
い
を
見
せ
た
「
Ｋ
Ｉ
Ｄ

Ｓ　

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
ぼ
く
ら
の
ま

ち
の
は
ら

大
江
地
区
の
業
者
私
有
地
に

大
量
に
山
積
み
に
さ
れ
て
い

る
ウ
レ
タ
ン
等
の
廃
棄
物
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議
案
第
51
号 

牧
之
原
市
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
決
算

に
つ
い
て

水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て

Q　

条
例
に「
個
人
情
報
」「
保
有
個
人
情

報
」「
特
定
個
人
情
報
」「
特
定
保
有
個
人
情

報
」と
あ
る
が
そ
れ
ら
の
違
い
は

A　
「
個
人
情
報
」と
は
、
住
民
基
本
台
帳

（
住
基
）に
記
載
さ
れ
て
い
る「
住
所
」「
氏

名
」「
生
年
月
日
」「
性
別
」の
４
情
報
で
あ

る
。
こ
れ
を
行
政
機
関
が
、
台
帳
を
作
成

し
て
保
有
し
た
時
点
で「
保
有
個
人
情
報
」

と
な
る
。「
特
定
個
人
情
報
」と
い
う
の
は
、

住
基
４
情
報
に
、
今
回
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
に
基
づ
い
た「
個
人
番
号
」を
併
せ
た
５

情
報
。
そ
の
中
で
行
政
が
保
有
し
て
い
る

情
報
が「
特
定
保
有
個
人
情
報
」で
あ
る
。

○
施
設
使
用
料
で
、
年
々
滞
納
が
増
え
て

い
て
、
今
後
、
大
き
な
金
額
に
な
っ
て
い

く
恐
れ
が
あ
り
、
早
期
の
手
立
て
が
必
要

で
あ
る
。
市
の
農
業
集
落
排
水
事
業
の
モ

デ
ル
地
区
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

何
ら
か
の
方
策
で
改
善
す
る
よ
う
市
と
し

て
は
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

○
当
市
の
水
道
事
業
で
の
有
収
率
は
79
％

で
あ
り
、
県
下
の
平
均
が
85
％
で
あ
る
。

県
下
で
も
高
い
水
道
料
金
で
あ
り
、
漏
水

対
策
と
し
て
、
老
朽
管
の
敷
設
替
え
も
計

画
的
に
行
い
、
更
に
有
収
率
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
。

全
議
案
と
も
討
論
な
く
、
全
員
賛
成
で
認

定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

Q　

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

A　

住
基
４
情
報
を
も
と
に
作
成
し
た

「
対
象
者
名
簿
」や
、
委
員
会
の
名
簿
な
ど
。

Q　

行
政
が
手
続
き
に
従
っ
て
作
る
か
ら

「
公
文
書
」に
な
る
の
か

A　

は
い
。
民
間
で
も
従
業
員
の
給
与
支

払
い
や
保
険
加
入
に
も
個
人
情
報
は
必
要

だ
が
、
行
政
が
持
つ
も
の
が「
保
有
個
人

情
報
」と
定
義
さ
れ
る
。

総
務
建
設
委
員
会委員

長　

本
杉
光
雄

連
合
審
査
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
４
件
を

含
む
、
７
件
に
つ
い
て
、
審
査
を
行
っ
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。　
　

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
、
委
員

会
と
し
て
次
の
よ
う
な
意
見
を
付
し
た
。

～主な審議内容を報告します～
総 務 建 設 委 員 会常任委員会への付託議案審査

　牧之原市議会では、委員会の任期は２年となってい
ます。（委員会条例第３条）そのため、11月11日をもっ
て現在の委員会の任期は終了となり、翌12日より新たな
構成による委員会活動がスタートしました。
　９月定例会では両常任委員長から、各委員会が２年
間行ってきた「所管事務調査」についての報告がありま
した。
　新しい委員会の構成については、次号でお伝えします。

　

総
務
建
設
委
員
会
で
は
、
こ
の
２
年
間
、

所
管
事
務
の
中
か
ら「
市
の
地
震
防
災
対

策
事
業
及
び
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を

テ
ー
マ
と
し
て
調
査
研
究
を
重
ね
、
市
民

会
議（
市
建
友
会
・
観
光
協
会
・
商
工
会
・

商
工
会
工
業
部
会
・
志
太
榛
原
地
区
農
業

経
営
士
会
な
ど
）に
よ
り
、
市
民
の
皆
様

か
ら
の
意
見
を
聞
き
、
東
日
本
の
被
災
地

や
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で
の
先
進
地
を

視
察
し
、
提
言
書
に
ま
と
め
市
長
に
提
出

し
た
。

　

平
成
26
年
９
月
に
は
、
地
震
防
災
対
策

事
業
に
お
い
て
、「
地
域
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
整
備
し
、
早
期
完
成
を
目
指
す
こ

と
」、
ま
た
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で

は
、「
地
元
中
小
企
業
の
元
気
対
策
・
人
口

流
出
の
歯
止
め
対
策
・
公
共
交
通
の
必
要

性
」に
つ
い
て
提
言
し
た
。

　

平
成
27
年
９
月
に
は
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
施
策
を
更
に
推
進
す
る
た
め「
中

小
企
業
等
振
興
基
本
条
例
の
制
定
」及
び

「
人
口
流
出
の
歯
止
め
策
と
定
住
・
移
住

人
口
の
増
加
対
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い

く
た
め
の
体
制
づ
く
り
」に
つ
い
て
提
言

し
た
。（
提
言
書
の
内
容
は
７
ペ
ー
ジ
）

　

こ
の
提
言
が
、
広
く
市
政
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
を
望
む
と
と
も
に
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
対
処
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。	

　
（
委
員
長　

本
杉	

光
雄
）

《
２
年
間
の
委
員
会
活
動
を
振
り
返
る
》
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議
案
第
52
号 

牧
之
原
市
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
53
号 

牧
之
原
市
青
少
年
問

題
協
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

Q　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
紛
失
時
の

対
応
は

A　

警
察
に
遺
失
物
届
け
を
提
出
後
、
市

役
所
窓
口
で
再
発
行
の
手
続
き
を
す
る
。

Q　

現
在
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
所

持
し
て
い
る
人
は

A　

来
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
に
切
り
替
わ
る
。
住
基
カ
ー
ド
に
つ
い

て
は
、
有
効
期
限（
10
年
）後
は
返
納
し
て

も
ら
う
。

Q　

住
所
変
更
の
手
続
き
は

A　

カ
ー
ド
の
裏
側
に
転
居
先
を
記
載
す

る
。

Q　

第
８
条
の
附
属
機
関
が
、
教
育
文
化

部
社
会
教
育
課
か
ら
教
育
委
員
会
事
務
局

と
な
っ
た
。
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
大
枠
に
な
り
疑
問
を

感
じ
る

A　

附
属
機
関
の
表
現
は
、
地
方
自
治
法

で
は
特
別
に
規
定
は
な
い
。
担
当
部
署
ま

で
記
載
す
る
必
要
は
な
く
、
県
内
で
も
当

市
と
富
士
市
の
み
で
全
国
の
事
例
も
少
な

い
。

Q　

今
後
の
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
、
教

育
委
員
会
の
担
当
部
署
は

A　

会
議
の
運
営
自
体
は
構
成
員
と
し
て

学
校
教
育
に
も
関
連
す
る
の
で
、
学
校
教

育
課
、
教
育
総
務
課
と
一
体
で
事
務
局
と

し
て
行
う
こ
と
に
な
る
。

Q　

協
議
会
委
員
の
構
成
は
変
わ
る
の
か

A　

市
民
参
加
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

に
基
づ
き
、
市
議
会
議
員
を
除
い
た
。
構

成
員
の
大
枠
は
変
わ
ら
ず
に
進
め
て
い
き

た
い
。

採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
た
。

付
託
さ
れ
た
５
議
案
の
う
ち
、
１
件
が
賛

成
多
数
、
４
件
が
全
員
賛
成
で
認
定
・
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

 

反
対 　

意
図
的
に
情
報
を
盗
み
取
る

人
間
が
い
る
と
、
一
旦
漏
れ
た
情
報
は

流
通
売
買
さ
れ
取
り
返
し
が
つ
か
な
く

な
る
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。

 

賛
成 　

課
題
は
あ
る
が
、
審
議
し
て

い
る
議
題
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
そ
の

も
の
で
は
な
く
、
手
数
料
条
例
で
あ
る
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会委員

長　

太
田
佳
晴

連
合
審
査
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
３
件
を

含
む
、
５
件
に
つ
い
て
、
審
査
を
行
っ
た
。

主
な
質
疑
・
討
論
は
次
の
と
お
り
。

～主な審議内容を報告します～
文 教 厚 生 委 員 会 常任委員会への付託議案審査

顔写真付きのマイナンバーカード

　

前
半
は「
地
域
医
療
に
つ
い
て
」、
後
半

は「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」

を
中
心
に
調
査
研
究
を
進
め
た
。
榛
原
医

師
会
、
榛
原
歯
科
医
師
会
、
民
生
児
童
委

員
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
意
見
交
換

会
や
調
査
研
究
の
目
的
に
沿
っ
た
先
進
地

の
総
合
病
院
、
自
治
体
等
を
訪
ね
て
研
修

を
行
っ
た
。

　

ま
た
市
民
や
市
内
各
所
か
ら
の
不
安
や

要
望
に
対
応
し「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

制
度
に
つ
い
て
要
請
書
」「
地
域
医
療
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
提
言
書
」「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
の
提
言
書
」

の
３
件
を
市
長
に
提
出
し
、
成
果
実
現
を

目
指
し
て
き
た
。

　
「
地
域
医
療
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」は
、

病
診
連
携
の
進
展
、
国
保
税
の
上
昇
抑
制

の
た
め
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
に

つ
い
て
の
意
識
向
上
、
歯
科
保
険
条
例
制

定
等
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
。
ま
た
、
地
域

の
声
を
反
映
さ
せ
た
榛
原
総
合
病
院
の

「
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
」の
新
装
開
店
も
実
現

し
た
。「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
」は
当
委
員
会
の
提
言
が
、
今
後
行

政
を
中
心
に
関
係
機
関
が
一
体
と
な
り
取

り
組
む
シ
ス
テ
ム
構
築
の
一
助
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

	

（
委
員
長　

太
田	

佳
晴
）

《
２
年
間
の
委
員
会
活
動
を
振
り
返
る
》
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１　中小企業の活性化について
　　地域産業の発展のためには、関係者の協働で地域経済の振興・活性化を図るための体制と仕組
みづくりが必要であることから「中小企業等振興基本条例」を制定することを提言する。

基本的方向　
（1）条例の制定に向けて、協議の場を行政と民間とで早急に立ち上げること。
（2）条例制定にあたっては、企業主体として進め、課題や施策などは企業自ら提案し、行政はこれ

を支援していくよう商工会、同友会などと連携し、調整協議を進めること。
２　定住促進について
　　人口流出の歯止め策と定住・移住人口の増加対策を強力に推進していくことが求められる。
　　効果的な施策の策定や推進には、職務での横の連携が取れるよう専門部署を設けること及び市
の支援策などを一連の流れとして一元化していくことを提言する。

基本的方向
（1）総合的な専門部署を設け、全庁的に取り組むこと。
（2）各種支援策や補助制度を一元化し、分かりやすい冊子を作成し、市内外へも積極的にPRをし

ていくこと。
（3）市民全体の公平性を保つよう「婚活、新婚世帯・子育て支援」から「高齢者元気対策」までの

切れ目のない施策を支援していくこと。
３　第２次総合計画と地方版総合戦略が同時にスタートを切ったことからも、具体的施策を早急に

実施していくべきである。

　急速に進む高齢化社会の中でも、市民の皆様が住み慣れた地域で自分らしい暮らしをより長く続
けることが出来るための、地域包括ケアシステムの構築はどうあるべきか、現時点で一定の考え方
をまとめ、以下のとおり提言する。

（1） 地域包括ケアシステムに重要な病診連携した中で、地域医療体制を推進し、市民の安心感を醸
成することが大切。

（2） 地域包括支援センターにおける相談支援事業のさらなる充実に、現状の事業評価と検証が必要
である。

（3） 相談支援事業は任務分担の明確化と行政の役割を明らかにする必要がある。
（4） 行政は地域コミュニティにおいて、市民が気軽に相談できるワンストップを可能とする総合相

談窓口を設置すること。
（5） システムに必要な5つの取組み（住まい・医療・介護・予防・生活支援を一体的に提供）を推

進すること。及び、障がい者・子育て世代や生活困窮者などに適切な個別支援を提供する総合
的な支援体制の構築を図ること。

「活力あるまちづくり」施策の推進について（要旨）

「地域包括ケアシステム構築」について（要旨）

総務建設委員会　所管（９月28日提出）

文教厚生委員会　所管（10月19日提出）

市議会は「提言書」を市長に提出しました！
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答　
県
で
は
２
０
２
５
年

（
平
37
）
の
高
齢
化
ピ
ー
ク

に
向
け
、
圏
域
医
療
機
能
の

分
化
・
連
携
を
行
う
地
域
医

療
構
想
を
策
定
中
で
、
そ
れ

に
よ
り
志
太
榛
原
地
域
の
病

院
機
能
分
担
、
再
編
の
可
能

性
を
探
る
。

問　
医
師
不
足
に
対
す
る
抜

本
的
な
考
え
は
あ
る
か

答　
医
師
確
保
に
は
、
引
き

続
き
病
院
長
、
徳
洲
会
や
榛

原
医
師
会
と
連
携
し
努
力
す

る
。

問　
医
師
不
足
は
協
定
違
反
。

徳
洲
会
鈴
木
理
事
長
に
市
長

か
ら
医
師
確
保
の
要
請
を
し

て
ほ
し
い

答　
鈴
木
理
事
長
に
お
願
い

を
す
る
。

村田 博英
問　
牧
之
原
市
の
高
台
開
発
に
つ
い
て
問
う

　

茶
業
の
衰
退
と
後
継
者
不

足
に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増

加
は
、
い
ま
や
農
業
従
事
者

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
広

大
な
台
地
の
再
利
用
を
考
え

る
高
台
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
市
民
の
将
来
へ
の
不
安
と

期
待
を
背
負
う
も
の
で
あ
る
。

夢
の
あ
る
開
発
を
願
っ
て
質

問
す
る
。

問　
第
２
次
総
合
計
画
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
高

台
開
発
は
ど
の
よ
う
な
中
身

な
の
か

答　
総
合
計
画
は
新
幹
線
新

駅
の
実
現
に
向
け
た
事
業
の

促
進
、
東
名
高
速
道
路
相
良

牧
之
原
Ｉ
Ｃ
北
側
及
び
空
港

周
辺
の
開
発
、
そ
の
他
の
高

台
の
利
用
で
あ
る
。

問　
企
業
誘
致
や
商
業
施
設

な
ど
に
よ
る
雇
用
を
含
め
た

経
済
波
及
効
果
は

答　
現
状
で
は
誘
致
す
る
企

業
や
業
種
、
住
宅
用
地
の
中

身
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で

予
測
が
で
き
な
い
。

問　
計
画
を
立
て
る
際
、
経

済
波
及
効
果
を
策
定
す
る
の

が
基
本
で
あ
る
、
何
を
す
る

の
か
が
明
確
で
な
い

答　
今
後
、
基
本
構
想
や
土

地
利
用
計
画
策
定
の
際
、
経

済
効
果
を
及
ぼ
す
よ
う
十
分

に
考
慮
す
る
。

問　
平
成
30
年
ま
で
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
い
と
の
こ
と
。

計
画
を
再
確
認
す
る

答　
国
と
協
議
の
結
果
、
畑

総
事
業
が
完
了
す
る
平
成
30

年
ま
で
に
行
う
事
に
な
っ
た
。

農
用
地
区
域
（
青
地
）
か
ら

除
外
の
法
令
手
続
き
が
必
要

で
あ
る
の
で
、
同
29
年
に
農

振
法
を
ク
リ
ア
す
る
。

一般質問

問 榛原総合病院の
経営と運営を問う

　

病
院
の
経
営
は
毎
年
約

３
億
円
の
赤
字
で
累
積
赤
字

額
は
１
２
４
億
円
で
あ
る
。

企
業
債
は
減
っ
て
き
た
が
平

成
26
年
度
末
で
１
０
１
億
円

あ
り
、
完
済
ま
で
あ
と
20
年

か
か
る
。

　

一
方
、
慢
性
的
な
医
師
不

足
は
解
消
の
め
ど
が
立
っ
て

い
な
い
。
設
備
、
建
屋
の
老

朽
化
も
あ
り
、
経
営
的
な
面

と
医
師
確
保
の
点
で
抜
本
的

に
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

問　
累
積
赤
字
を
減
ら
す
手

立
て
は
講
じ
て
い
る
か

答　
病
院
組
合
の
主
た
る
債

務
は
病
院
建
替
え
時
の
債
務
、

そ
れ
は
計
画
的
に
償
還
し
て

い
く
。
累
積
赤
字
は
帳
簿
上

の
減
価
償
却
等
の
現
金
支
出

を
伴
わ
な
い
費
用
の
積
み
上

げ
で
、
経
理
上
問
題
は
な
い
。

老
朽
化
に
伴
う
建
屋
の
修
繕

は
保
守
点
検
に
基
づ
き
計
画

的
に
行
っ
て
い
く
。

問　
企
業
の
場
合
、
経
営
再

建
は
ま
ず
リ
ス
ト
ラ
（
再
構

築
）
で
身
の
丈
に
合
っ
た
体

制
に
す
る
。
累
損
１
２
４
億

円
は
民
間
企
業
で
は
あ
り
え

な
く
、
公
設
と
い
え
ど
異
常

で
あ
る
。
再
構
築
の
た
め
隣

接
市
と
の
統
合
運
営
な
ど
の

考
え
は
あ
る
か

市
街
に
も
耕
作
放
棄
地
が

心配される榛原病院
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問　
市
は
現
状
の
里
山
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
、

管
理
や
対
策
の
方
法
と
補
助

制
度
は

答　
市
内
の
里
山
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
の
自
主
的
な
管

理
に
任
せ
て
い
る
。　
　

　

個
人
へ
の
補
助
制
度
は
な

い
が
、
団
体
等
に
つ
い
て
は

「
静
岡
県
緑
化
推
進
協
会
」

「
静
岡
県
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
」

等
か
ら
補
助
制
度
が
あ
る
。

　

都
市
防
災
事
業
に
よ
る
津

波
避
難
路
20
路
線
と
、
市
の

補
助
事
業
で
行
わ
れ
た
地
区

避
難
路
に
お
け
る
管
理
内
容

及
び
費
用
に
つ
い
て
問
う
。

問　
塩
害
に
よ
る
照
明
機

器
・
腐
食
し
た
手
す
り
・
大

雨
や
地
震
等
の
被
害
に
よ
る

修
繕
費
用
は
ど
う
考
え
て
い

る
か

答　
避
難
路
の
管
理
に
つ
い

て
、
照
明
機
器
や
手
摺
り
劣

化
、
腐
食
な
ど
の
事
象
が
認

め
ら
れ
た
場
合
や
、
擁
壁
等

の
主
要
構
造
部
分
に
異
状
が

生
じ
た
場
合
も
含
め
て
、
市

の
責
務
と
し
て
対
処
す
る
。

下
草
刈
り
や
清
掃
等
の
日
常

管
理
に
つ
い
て
は
地
元
に
お

願
い
し
て
い
く
。
避
難
路
完

成
時
に
は
地
元
と「
管
理
協

定
書
」を
取
り
交
わ
す
。
市

の
補
助
し
た
避
難
路
に
つ
い

て
は
地
域
で
の
維
持
管
理
が

基
本
と
考
え
る
。
大
規
模
な

再
整
備
や
改
修
が
必
要
な
場

合
は
、
そ
の
都
度
協
議
し
、

対
応
す
る
。

　

近
年
、
荒
廃
し
た
森
林
や

里
山
が
放
置
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
鳥
獣
に
よ
る
作
物
の

被
害
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、

生
活
道
路
上
に
大
き
く
張
り

出
し
た
木
の
枝
な
ど
も
、
台

風
時
に
は
心
配
さ
れ
る
。
類

似
し
て
い
る「
森
林
づ
く
り

県
民
税
」の
中
で
里
山
の
整

備
、
作
業
車
や
重
機
の
借
上

料
を
含
む
補
助
制
度
の
対
応

が
で
き
な
い
か
問
う
。

問　
当
市
に
お
い
て
こ
れ
ま

で
年
間
ど
の
く
ら
い
「
森
林

づ
く
り
県
民
税
」
を
納
め
て

い
る
の
か

答　
平
成
18
年
度
か
ら
１
人

当
り
４
０
０
円
、
法
人
に
つ

い
て
は
年
１
０
０
０
円
～

４
万
円
を
上
乗
せ
し
て
徴
収

し
、
県
の
「
森
の
力
再
生
事

業
」
と
し
て
荒
廃
森
林
の
整

備
に
活
用
し
て
い
る
。
本
市

は
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
に
、
個
人
県
民
税

で
約
９
２
６
５
万
円
を
負
担

し
て
い
る
。

問　
当
市
に
お
け
る
こ
れ
ま

で
の
事
業
は

答　
東
萩
間
地
内
で
、
ス
ギ

や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林
な
ど
、

下
層
植
生
を
復
元
す
る
為
の

間
伐
に
対
し
て
、
３
カ
所
９

㌶
に
６
４
０
万
円
の
補
助
金

を
投
じ
て
整
備
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
制
度
が
今
年
度
で
10
年

経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
方
向
性
等
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
る
。
市
か
ら
の
意

見
聴
収
に
あ
た
っ
て
は
当
市

に
も
活
用
で
き
る
補
助
制
度

へ
の
見
直
し
を
県
へ
要
請
し

た
。

問 荒廃した里山の管理・対策は

牧之原市　議会中継 検索

動画配信中！
白熱の論戦！全内容をご覧になるには…

平成27年9月第3回　9月定例会『一般質問』

1．村田　博英

2．鈴木　千津子
クリック！

クリック！

問 津波避難路等の管理について

整
備
が
進
む
津
波
避
難
路
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問　
頻
発
す
る
水
被
害
に
対
し
市
の
対
応
は

答　
改
修
規
模
の
見
極
め
を
行
い
検
討
す
る

　

近
頃
、
と
み
に
増
え
て
き

て
い
る
感
の
あ
る
短
時
間
か

つ
局
地
的
な
集
中
豪
雨
は
、

市
内
各
所
で
道
路
の
冠
水
や

床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
多
く

の
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

そ
の
要
因
は
地
球
温
暖
化

に
よ
る
も
の
と
の
見
解
が
一

般
的
だ
が
、
原
因
の
如
何
を

問
わ
ず
異
常
気
象
で
あ
る
か

ら
致
し
方
な
し
と
諦
観
し
、

治
水
対
策
を
捨
て
置
く
訳
に

は
い
か
な
い
。

問　
何
十
年
に
１
度
な
ど
の

限
定
的
な
事
象
な
ら
ば
い
ざ

知
ら
ず
、
毎
年
の
ご
と
く
被

害
に
見
舞
わ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
も
は
や
『
異
常
』
事
態
で

は
な
く
、
常
在
し
て
い
る
懸

案
事
項
で
あ
る
。
現
況
の
排

水
能
力
で
見
合
わ
な
い
の
で

あ
れ
ば
適
宜
改
修
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
治
水
事
業
は

答　
こ
れ
ま
で
国
の
補
助
が

受
け
ら
れ
る
基
準
内
で
整
備

を
進
め
て
き
た
。
現
況
、
そ

の
整
備
基
準
に
満
た
な
い
箇

所
で
浸
水
な
ど
が
発
生
し
て

い
る
た
め
、
被
害
の
状
況
や

度
合
い
を
考
慮
し
対
策
を
講

じ
、
国
、
県
の
補
助
金
な
ど

特
定
財
源
確
保
に
努
め
て
い

く
。

問　
被
害
頻
度
の
高
い
場
所

は
お
お
よ
そ
何
カ
所
あ
る
の

か
。
そ
れ
ら
の
地
点
に
お
い

て
恒
久
的
な
対
策
は

答　
15
カ
所
程
度
を
把
握
し

て
い
る
。
た
だ
恒
久
的
な
対

応
が
可
能
か
と
い
え
ば
、
前

出
の
整
備
基
準
と
の
兼
ね
合

い
も
あ
り
難
し
い
面
も
あ
る
。

問　
で
は
対
応
策
の
協
議
は

な
さ
れ
て
い
る
の
か

答　
細
江
地
区
に
つ
い
て
は

今
年
度
、
二
級
河
川
坂
口
谷

川
の
内
水
氾
濫
の
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
で
の
対
策
を
調

査
検
討
し
た
。

　

静
岡
鉄
道
相
良
営
業
所
付

近
の
ほ
か
、
道
路
の
冠
水
箇

所
に
つ
い
て
は
、
側
溝
の
つ

ま
り
や
勾
配
、
沿
道
の
土
地

利
用
、
排
水
状
況
を
把
握
し
、

局
部
的
な
改
修
か
一
定
規
模

の
改
修
が
必
要
か
を
見
極
め

る
。

問　
土
の
う
な
ど
の
水
防
資

材
を
市
民
へ
提
供
す
る
た
め

の
取
り
決
め
は
あ
る
の
か
。

市
街
地
部
で
は
中
に
入
れ
る

土
の
確
保
も
困
難
で
あ
る

答　
特
に
取
り
決
め
は
な
い

が
、
水
防
計
画
に
は
資
器
材

の
備
蓄
場
所
や
数
量
を
明
記

し
て
あ
り
、
浸
水
状
況
な
ど

に
応
じ
て
市
民
に
提
供
し
て

い
る
。
特
に
土
の
う
や
土
の

提
供
方
法
は
あ
ら
か
じ
め
各

区
長
あ
て
に
お
知
ら
せ
し
て

い
る
。

災
害
に
対
し
、
市
は
可
及
的

速
や
か
に
避
難
計
画
の
策
定

に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

問　
策
定
状
況
の
進
捗
は
現

在
何
％
程
度
で
あ
る
か

答　
広
域
避
難
計
画
に
つ
い

て
は
市
町
と
県
が
連
携
す
る

事
と
さ
れ
て
い
る
。
避
難
先

の
確
保
や
手
段
、
要
領
お
よ

び
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
計

画
な
ど
が
で
き
て
な
い
現
況

で
は
、
進
捗
率
を
あ
え
て
数

値
化
す
れ
ば
10
％
程
度
で
は

な
い
か
。

問　
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
４
市
独
自

で
、
協
議
会
等
の
設
置
を
働

き
か
け
な
い
の
か

答　
県
や
中
部
電
力
な
ど
の

関
係
機
関
に
よ
る「
検
討
会
」

が
あ
り
、
協
議
さ
れ
て
い
る
。

県
が
主
体
と
な
る
べ
き
も
の

と
考
え
る
し
、
ま
た
各
市
に

お
い
て
は
原
発
再
稼
働
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
あ

る
。
具
体
的
に
や
る
の
は
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。

問 原子力災害に対する避難計画策定は
答 連携が不可欠。県へ積極的に訴える

　

ひ
と
た
び
発
災
す
れ
ば
広

範
囲
に
影
響
が
及
ぶ
原
子
力

近
年
頻
発
す
る
道
路
冠
水
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平
成
28
年
４
月
か
ら
の

『
静
岡
地
域
消
防
救
急
広
域

化
』で
相
良
消
防
本
部
と
吉

田
町
牧
之
原
市
広
域
施
設
組

合
消
防
本
部
は
そ
ろ
っ
て
、

静
岡
市
の
消
防
本
部
の
傘
下

に
入
る
。 問  「消防救急広域化」の進捗状況は

問　
「
コ
ス
ト
削
減
」
な
ど

広
域
化
の
基
本
理
念
は
、
本

当
に
達
成
さ
れ
る
の
か

答　
市
町
の
境
を
越
え
た
消

防
隊
・
救
急
隊
の
出
動
や
特

殊
車
両
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な

ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

強
化
が
図
ら
れ
る
。
本
市
単

独
で
整
備
す
る
よ
り
安
価
な

デ
ジ
タ
ル
無
線
な
ど
、
負
担

額
を
除
く
来
年
度
の
経
費
は
、

本
年
度
予
算
を
上
回
る
こ
と

は
な
い
。

問　
庁
舎
問
題
な
ど
と
同
様

に
「
１
市
２
組
織
」
が
続
い

て
い
る
。
そ
の
仕
切
り
や
課

題
が
解
消
さ
れ
ず
、
２
つ
の

消
防
署
が
静
岡
市
に
委
託
さ

れ
る
こ
と
は
問
題
で
は

答　
吉
田
町
と
牧
之
原
市
は
、

行
政
区
域
ご
と
に
静
岡
市
と

業
務
委
託
す
る
。
情
報
共
有

を
図
り
つ
つ
、
新
た
な
体
制

構
築
に
向
け
た
意
見
を
反
映

で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
る
。

問　
災
害
時
に
は
周
辺
市
町

と
の
緊
密
な
連
携
が
必
要
だ

が
、
40
㌔
以
上
離
れ
た
静
岡

市
消
防
の
傘
下
に
入
る
体
制

に
問
題
は
な
い
か

答　
統
一
的
な
指
揮
の
下
、

迅
速
で
効
果
的
な
対
応
が
可

能
で
問
題
は
な
い
。
情
報
を

集
約
し
て
い
る
指
令
セ
ン
タ

ー
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
情

報
交
換
を
す
る
。

問　
市
長
は
昨
年
の
一
般
質

問
答
弁
を
翻
し
、
２
０
２
０

年
東
京
五
輪
で
サ
ー
フ
ィ
ン

が
正
式
な
競
技
種
目
に
選
考

さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し
、
本

市
が
事
前
合
宿
地
に
「
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
」
と
明
言
さ
れ

た
。
歓
迎
は
す
る
が
、
事
態

の
急
転
し
た
経
緯
と
理
由
、

準
備
や
誘
致
活
動
な
ど
に
つ

い
て
構
想
を
伺
い
た
い

答　
昨
年
２
月
に
は
「
非
常

に
厳
し
い
」
と
答
弁
し
た
が
、

県
の
意
向
を
受
け
協
議
し
た

と
こ
ろ
サ
ー
フ
ィ
ン
が
新
種

目
に
な
る
か
も
と
い
う
情
報

を
得
て
、
立
候
補
し
た
。
今

後
、
決
定
さ
れ
れ
ば
、
サ
ー

フ
ィ
ン
連
盟
や
近
隣
市
町
と

の
連
携
を
強
め
、
誘
致
活
動

を
強
力
に
進
め
る
。

問　
東
京
五
輪
は
７
月
末
か

ら
８
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
る
。

大
会
の
事
前
合
宿
地
と
な
れ

ば
、
一
般
の
市
民
や
海
水
浴

客
は
そ
の
間
、
海
に
は
絶
対

入
れ
な
い
。
観
光
協
会
ら
関

係
各
所
と
、
対
応
を
協
議
し

て
い
る
の
か

答　
現
時
点
で
は
し
て
い
な
い
。

問　
静
波
海
岸
を
始
め
、
市

内
の
海
岸
に
は
１
年
中
、
大

勢
の
サ
ー
フ
ァ
ー
が
集
ま

る
。
全
日
本
大
会
な
ど
の
開

催
実
績
も
あ
る
。
競
技
人
口

２
０
０
万
人
の
日
本
の
サ
ー

フ
ィ
ン
界
を
統
率
す
る
日
本

サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
の
国
際
専

門
委
員
長
は
吉
田
町
在
住
だ
。

追
い
風
は
吹
い
て
い
る
。
１

年
後
の
正
式
決
定
、
５
年
後

の
五
輪
に
向
け
、
早
急
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る

必
要
が
あ
る
の
で
は

答　
ど
こ
ま
で
や
る
か
は
約

束
で
き
な
い
が
、
最
大
限
、

検
討
す
る
。

牧之原市　議会中継 検索

動画配信中！
白熱の論戦！全内容をご覧になるには…

平成27年9月第3回　9月定例会『一般質問』

3．平口　朋彦

4．大石　健司
クリック！

クリック！

非
常
時
に
は
時
速
２
６
０
㌔

の
猛
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
つ
け

る
静
岡
市
の
防
災
ヘ
リ
「
カ

ワ
セ
ミ
」

問  

五
輪
合
宿
地
に
立
候
補
す
る
の
か

静波海岸で練習するサーフィン
日本代表の選手たち
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問  

英
語
・
Ｃ
Ｔ
教
育
へ
の
対
応
方
針
は

答  

早
期
の
取
組
・
計
画
的
環
境
整
備
に
努
力

一般質問
問　
地
理
的
保
護
制
度
に
牧
之
原
茶
登
録
を

答　
難
し
い
課
題
も
あ
る
が
検
討
す
る

　

第
69
回
全
国
茶
品
評
会
に

お
い
て
、
牧
之
原
市
は
深
蒸

煎
茶
の
部
で
初
の
産
地
賞
を

獲
得
し
た
。
産
地
全
体
の
取

り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
た

こ
と
に
意
義
が
あ
り
、
生
産

農
家
は
大
い
に
勇
気
付
け
ら

れ
た
。
今
後
の
牧
之
原
市
の

茶
業
の
振
興
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
、
行
政
の
支
援
策

を
質
し
た
。

問　
「
深
蒸
茶
」
は
牧
之
原

市
が
発
祥
地
か

答　
明
治
中
期
、
牧
之
原
地

域
で
戸
塚
豊
蔵
が
考
案
し
た

蒸
し
度
を
進
め
た
手
揉
製
法

に
由
来
し
、
牧
之
原
市
が
発

祥
地
で
あ
る
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
。

　

文
科
省
は
２
０
２
０
年
ま

で
に
小
学
３
、４
年
生
か
ら

英
語
教
育
を
開
始
し
、
小
学

５
、６
年
生
の
英
語
学
習
を

教
科
化
す
る
方
針
で
あ
る
。

英
語
教
育
の
早
期
取
り
組
み
、

情
報
機
器
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
に
取
り
組
む
環
境
整

備
の
方
針
に
つ
い
て
質
し
た
。

問　
今
年
か
ら
低
学
年
の
生

徒
も
英
語
の
授
業
を
始
め
た

が
、
ど
ん
な
課
題
が
挙
げ
ら

れ
る
か

答　
外
国
語
指
導
助
手
の
増

員
、
地
域
の
人
材
の
活
用
、

教
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め

の
研
修
等
が
求
め
ら
れ
る
。

問　
英
語
が
堪
能
な
方
に

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
フ
レ
ン

ド
」
と
し
て
協
力
し
て
い
た

だ
く
考
え
は
な
い
か

答　
多
く
の
方
に
参
画
願
い
、

活
躍
し
て
頂
き
た
い
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
取
り
組

む
各
学
校
の
機
器
の
整
備
状

況
は
ど
う
か

答　
各
教
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
用
で
き
る
環
境
に

は
な
い
。
平
成
28
年
度
か
ら

電
子
黒
板
機
能
付
き
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
や
書
画
カ
メ
ラ
、

教
師
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ

の
機
器
を
中
心
に
整
備
し
て

い
く
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
は
成
績
ア

ッ
プ
や
授
業
の
効
率
化
に
繋

が
る
の
か

答　
子
ど
も
た
ち
の
思
考
の

幅
を
広
げ
・
深
め
る
ツ
ー
ル

と
考
え
、
計
画
的
・
効
果
的

な
導
入
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
「
牧
之
原
深
蒸
茶
」「
牧

之
原
特
蒸
茶
」
は
審
査
要
件

を
満
た
す
と
思
う
。
団
体
・

企
業
・
生
産
協
同
組
合
等
で

牧
之
原
の
冠
を
つ
け
た
登
録

申
請
の
筋
道
を
指
導
す
れ
ば

手
を
挙
げ
る
生
産
者
が
い
る

と
思
う
が
ど
う
か

答　
品
質
の
管
理
体
制
な
ど

課
題
は
多
い
。
関
係
機
関
・

団
体
等
と
協
議
す
る
。

問　
地
理
的
表
示
保
護
制
度

は
「
先
登
録
主
義
」
で
あ
り
、

素
早
い
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
る
。
被
覆
茶
『
望
』
は
概

ね
25
年
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
。
一
個
人
・
法
人
で

も
可
能
で
あ
る
。
戦
略
を
練

っ
て
ほ
し
い

答　
生
産
者
の
意
向
を
聞
き
、

ど
う
す
れ
ば
牧
之
原
茶
の
振

興
に
繋
が
る
か
検
討
す
る
。

問　
茶
の
輸
出
先
は
ど
こ
の

国
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い

る
の
か

答　
単
価
等
を
考
慮
し
、
ア

メ
リ
カ
で
あ
る
。

問　
市
・
Ｊ
Ａ
な
ど
の
指
導

に
よ
り
、
牧
之
原
大
茶
園
の

一
画
を
農
薬
・
肥
料
等
を
一

括
管
理
す
る
モ
デ
ル
園
と
し

て
実
績
を
積
み
重
ね
、
輸
出

先
の
拡
大
に
繋
げ
ら
れ
な
い

か答　
輸
出
で
ネ
ッ
ク
に
な
る

の
は
農
薬
の
問
題
で
あ
る
。

生
産
者
の
意
向
を
確
認
し
な

が
ら
取
り
組
み
た
い
。

問　
石
雲
院
で
昨
年
開
催
し

た「
お
茶
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
」

は
今
年
も
開
催
す
る
の
か

答　
本
堂
な
ど
も
お
借
り
す

る
。
昨
年
の
反
省
を
踏
ま
え

見
直
す
予
定
で
あ
る
。

多くの子どもが参加した
イングリッシュキャンプ
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市
で
は
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
き
、
今
年
度

か
ら
生
活
保
護
に
至
る
前
の

段
階
の
自
立
支
援
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
れ
は
自
立

相
談
支
援
及
び
住
宅
確
保
給

付
金
の
給
付
の
必
須
事
業
の

み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
で
は
不

十
分
な
こ
と
か
ら
質
問
し
た
。

問　
現
在
の
生
活
保
護
世
帯

数
、
人
数
、
保
護
率
、
並
び

に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
に
お
け
る
対
象
者
数
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か

答　
本
年
８
月
末
現
在
の
生

活
保
護
世
帯
は
１
２
２
世
帯
、

人
数
は
１
４
７
人
、
保
護
率

は
0
．
31
％
で
あ
る
。

　

ま
た
自
立
支
援
制
度
に
お

い
て
対
象
者
を
明
ら
か
に
す

る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
平

成
25
年
の
国
民
生
活
基
礎
調

査
に
お
け
る
相
対
的
貧
困
率

が
16
．
1
％
で
あ
る
た
め
、

市
の
世
帯
数
に
そ
の
率
を
乗

じ
た
２
６
０
８
世
帯
が
対
象

者
と
推
定
さ
れ
る
。

問　
自
立
相
談
支
援
事
業
の

現
状
及
び
住
宅
確
保
給
付
金

の
事
業
状
況
に
つ
い
て
伺
う

答　
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
、

自
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
も
多
い
た

め
、
本
人
か
ら
の
相
談
を
待

つ
だ
け
だ
は
な
く
、
市
役
所

各
課
、
そ
の
他
の
関
係
機
関
、

民
生
委
員
な
ど
に
よ
る
情
報

提
供
を
活
用
し
、
委
託
先
の

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
支
援

調
整
会
議
に
よ
り
包
括
的
な

支
援
を
進
め
て
い
る
。
ま
た

住
宅
確
保
給
付
金
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
離
職
者
２
名

に
対
し
て
、
の
べ
５
カ
月
分

18
万
６
６
０
０
円
を
給
付
し

た
。

問　
自
立
相
談
事
業
は
相
談

に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
立
支
援

計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基

づ
い
て
各
関
係
機
関
へ
の
報

告
と
対
応
を
要
請
し
、
食
糧

支
援
か
ら
債
務
整
理
、
あ
る

い
は
就
労
支
援
ま
で
、
現
状

は
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
は
こ
れ
に
ど
の
よ
う
に
関

与
し
て
い
る
の

か答　
例
え
ば
食

料
に
つ
い
て
は
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク

の
利
用
等
は
市

で
行
う
場
合
も

あ
る
。
成
年
後

見
人
制
度
等
に

つ
い
て
は
市
長

権
限
で
行
う
場

合
は
、
市
で
行

っ
て
い
る
。

問　
も
っ
と
現
場
を
見
て
市

職
員
が
直
接
や
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。
よ
り
自
立
支
援

を
行
う
た
め
に
今
後
の
任
意

事
業
の
取
り
組
み
を
ど
う
す

る
の
か

答　
生
活
困
窮
者
の
多
く
は

家
計
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

来
年
度
か
ら
「
家
計
相
談
支

援
事
業
」
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
委

託
内
容
の
見
直
し
を
進
め
て

い
く
。

問　生活困窮者支援の事業拡大は
答　新たに家計相談支援事業に取り組む

牧之原市　議会中継 検索

動画配信中！
白熱の論戦！全内容をご覧になるには…

平成27年9月第3回　9月定例会『一般質問』

5．中野　康子

6．大石　和央
クリック！

クリック！



14まきのはら議会だより　第40号
平成27年11月15日 発行

植田 博巳

　

第
２
次
総
合
計
画
の
重
点

施
策
で
あ
る
、
将
来
を
担
う

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
と
、
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
や
地
域
で
子
供

を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
特
に
、

女
性
の
就
労
の
増
加
や
少
子

化
が
進
行
す
る
中
、
仕
事
と

子
育
て
の
両
立
支
援
、
児
童

の
健
全
育
成
対
策
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

「
子
供
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
だ
と
感
じ
る
人
の
割

合
」「
子
育
て
支
援
の
取
組
に

対
す
る
市
民
満
足
度
」が
低

下
し
て
い
る
が
市
は
対
応
策

を
考
え
て
い
る
か
。

問　
新
制
度
で
は
平
成
27
年

度
か
ら
６
年
生
ま
で
拡
大
さ

れ
、
既
に
他
市
町
で
は
６
年

生
ま
で
受
け
入
れ
実
施
し
て

い
る
が
、
当
市
に
お
い
て
は
、

現
在
３
年
生
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。
同
28
年
度
に
は
確
実

に
実
施
で
き
る
の
か

答　
定
員
枠
の
見
直
し
や
学

校
周
辺
施
設
等
を
検
討
し
、

平
成
28
年
度
か
ら
拡
大
す
る
。

問　
市
内
の
小
学
校
の
う
ち
、

空
き
教
室
を
利
用
で
き
な
い

児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
る
が
そ
の

対
策
は

答　
子
ど
も
た
ち
の
移
動
に

係
る
安
全
面
を
考
慮
し
、
学

校
敷
地
内
の
開
設
に
向
け
て

教
育
委
員
会
、
学
校
を
交
え

検
討
し
、
積
極
的
に
進
め
る
。

　

ま
た
、
空
き
教
室
が
な
い

場
合
に
は
、
学
校
周
辺
の
児

童
館
等
の
施
設
を
考
え
る
。

問　
児
童
ク
ラ
ブ
の
管
理
運

営
に
つ
い
て
は
市
が
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
も
こ
の
体
制

を
維
持
し
て
行
く
の
か

答　
今
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々

が
運
営
し
て
い
く
こ
と
や
、

現
在
、
児
童
ク
ラ
ブ
で
働
い

て
い
る
指
導
員
の
方
が
独
立

し
て
運
営
し
て
い
く
な
ど
、

公
設
民
営
を
促
し
て
い
く
。

問　
募
集
要
項
に
「
保
護
者

に
は
、
児
童
と
同
居
す
る
65

歳
未
満
の
祖
父
母
を
含
む
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
撤
廃
す

る
考
え
は
あ
る
か

答　
祖
父
母
の
要
件
は
絶
対

条
件
で
な
く
、
優
先
順
位
の

と
き
に
考
慮
す
る
方
向
に
な

る
。

答　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
ル
ー
ル
を
改
定
し
、
物

理
的
、
人
的
、
技
術
的
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
講
じ

る
。

　

サ
ー
バ
ー
室
は
常
に
施
錠

し
、
許
可
者
の
み
に
制
限
、

記
録
簿
に
よ
り
管
理
。

◦
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
端
末
パ

ソ
コ
ン
と
の
接
続
は
分
離
及

び
制
限
。

◦
端
末
パ
ソ
コ
ン
の
外
部
持

ち
出
し
禁
止
、
情
報
シ
ス
テ

ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
禁
止
と
、

職
員
研
修
な
ど
意
識
の
啓
発

に
努
め
て
い
る
。

◦
他
課
の
情
報
を
閲
覧
、
使

用
出
来
な
い
よ
う
に
制
限
、

名
簿
な
ど
は
記
録
媒
体
へ
の

保
存
を
禁
止
、
各
課
長
を
情

報
管
理
責
任
者
に
指
定
し
、

情
報
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て

い
る
。

◦
個
人
情
報
の
紙
ベ
ー
ス
の

管
理
は
、
鍵
つ
き
書
庫
で
厳

重
な
管
理
実
施
を
し
て
い
る
。

問　
本
年
８
月
か
ら
介
護
保

険
制
度
が
変
わ
り
、
負
担
額

限
度
認
定
に
お
い
て
、
預
貯

金
等
通
帳
の
写
し
な
ど
資
産

状
況
を
提
出
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　

情
報
が
漏
え
い
し
た
場
合
、

個
人
の
私
生
活
に
重
大
な
影

響
が
及
ぶ
場
合
が
あ
り
、
最

悪
の
場
合
に
は
漏
え
い
情
報

を
悪
用
し
た
犯
罪
が
誘
発
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
個

人
情
報
管
理
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か

問　個人情報の管理体制は

一般質問
問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
課
題
と
対
策
は

答　
28
年
度
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大
す
る



15 まきのはら議会だより　第40号
平成27年11月15日 発行

藤野  守

　

国
会
で「
安
保
法
制
案
」が

審
議
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

閣
議
決
定
し
た
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
に
始
ま
る「
戦

争
す
る
、
戦
争
で
き
る
国
づ

く
り
」へ
と
変
え
る
法
案
で

あ
る
。
市
民
が
わ
が
国
の
将

来
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

問　
現
在
国
会
で
審
議
さ
れ

て
い
る
安
保
法
制
案
は
憲
法

違
反
で
あ
る
と
い
う
意
見
が

圧
倒
的
に
多
い
。
市
長
は
い

か
な
る
見
解
か

答　
今
ま
で
想
定
し
得
な
い

状
況
が
あ
り
、
日
本
の
安
全

保
障
体
制
の
確
立
は
必
要
。

戦
争
に
対
す
る
抑
止
力
と
な

る
。
本
来
、
安
全
保
障
体
制

の
確
立
は
ま
ず
憲
法
改
正
、

次
に
法
案
策
定
が
本
筋
で
あ

る
。
政
府
は
丁
寧
な
説
明
を
。

当
然
外
交
、
経
済
、
民
間
の

交
流
も
必
要
。

問　
市
で
は
「
牧
之
原
市
核

兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
す

平
和
都
市
宣
言
」
を
制
定
し

て
い
る
。
安
保
法
制
案
は
武

力
で
問
題
解
決
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
。
宣
言
と
安
倍
内

閣
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

「
戦
争
が
で
き
る
国
」
と
は

相
反
し
て
い
る
。
市
の
考
え

は

答　
憲
法
や
安
保
法
制
、
安

倍
内
閣
の
発
言
か
ら
法
案
に

お
い
て「
戦
争
が
で
き
る
国
」

に
な
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

ま
た
、「
宣
言
」
は
人
類
共

通
の
願
い
で
あ
り
安
保
法
制

と
は
直
接
関
連
し
て
い
な
い
。

問　
県
外
の
あ
る
中
学
校
で

は
自
衛
隊
で
の
職
場
体
験
と

称
し
て
、
迷
彩
服
を
着
て
隊

内
の
見
学
、
ほ
ふ
く
前
進
な

ど
の
体
験
を
し
た
と
聞
い
て

い
る
。
安
保
法
制
案
は
教
育

の
一
部
が
自
衛
隊
に
依
存
す

る
こ
と
と
な
る
の
か
。
今
後
、

牧
之
原
市
に
お
い
て
も
考
え

ら
れ
る
の
か

答　
本
市
で
は
事
業
所
の
協

力
を
得
て
職
業
体
験
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
自

衛
隊
で
の
職
業
体
験
を
す
る

よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

問  市民は安保法制に対して不安
    答  まず憲法改正、次に法案が本筋

牧之原市　議会中継 検索

動画配信中！
白熱の論戦！全内容をご覧になるには…

平成27年9月第3回　9月定例会『一般質問』

7．植田　博巳

8．藤野　守
クリック！

クリック！

に
よ
り
可
能
で
は
あ
る
が
、

市
中
銀
行
の
も
の
は
見
積
り

合
わ
せ
に
よ
り
最
低
金
利
で

借
り
入
れ
し
て
い
る
。

問　
長
期
の
借
入
金
は
「
世

代
間
の
負
担
の
公
平
を
図
る

た
め
」
と
し
て
い
る
が
、
考

え
は

答　
借
入
は
交
付
税
と
し
て

交
付
さ
れ
る
も
の
を
多
く
利

用
し
て
い
る
。
有
利
な
借
入

れ
方
法
が
で
き
る
も
の
は
今

後
も
借
入
れ
に
よ
り
事
業
を

実
施
し
て
い
く
。

問　
当
市
の
預
先
別
調
書
で

は
１
０
０
％「
決
済
用
預
金
」

と
し
て
無
利
息
預
金
で
預
入

さ
れ
て
い
る
理
由
は
何
か

答　
牧
之
原
市
会
計
規
則
に

基
づ
き
預
金
保
険
制
度
に
よ

り
全
額
保
護
さ
れ
る
無
利
息

の
決
済
用
預
金
と
し
て
預
入

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
市
営

住
宅
資
金
や
基
金
は
決
済
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
い

う
要
件
外
で
あ
り
定
期
預
金

と
し
て
い
る
。

問  借入金の利息負担軽減策は
答  低負担の有利な借入れをしている

　

市
の
一
般
会
計
借
入
金
は

26
年
度
末
１
８
９
億
円
、
年

間
の
利
息
の
支
払
い
は
２
億

５
２
０
０
万
円
。
金
利
の
見

直
し
、
借
換
え
、
繰
り
上
げ

償
還
な
ど
に
よ
り
利
息
負
担

の
軽
減
を
す
べ
き
で
あ
る
。

放
置
す
る
こ
と
は
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
ま
ね
く
。

問　
市
の
借
入
金
の
金
利
に

つ
い
て
金
融
機
関
と
の
引
き

下
げ
交
渉
と
そ
の
実
績
は

答　
金
利
の
引
下
げ
交
渉
は

し
て
い
な
い
。
政
府
資
金
の

借
換
え
は
補
償
金
の
支
払
い
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総
務
建
設
委
員
会
で
は
、
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま

す
。
委
員
会
で
は
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
方
を
応
援
し
て
い
く
こ
と
か

ら
、
牧
之
原
市
商
工
会
観
光
サ
ー
ビ
ス
部

会
及
び
ハ
イ
ナ
ン
農
業
協
同
組
合
青
壮
年

部
の
方
々
と
、「
牧
之
原
茶
の
振
興
と
販

路
拡
大
に
つ
い
て
」「
観
光
振
興
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
。

　

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
の
方
々
か
ら
は
、

「
市
の
活
性
化
と
飲
食
業
、
宿
泊
業
発
展

の
た
め
に
、
牧
之
原
茶
、
相
良
の
塩
、
鰹

節
を
絡
め
た
『
ま
き
の
は
ら
茶
づ
け
』
の

普
及
に
農
協
青
壮
年
部
も
加
わ
り
取
り
組

ん
で
い
る
」「
市
、
観
光
協
会
、
商
工
会

が
一
体
と
な
っ
て
地
元
に
あ
る
食
、
景
観
、

歴
史
な
ど
を
掘
り
起
こ
し
て
観
光
客
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
着
地
型
観
光
消

費
・
観
光
サ
ー
ビ
ス
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）	

と
い
う

組
織
を
作
っ
て
進
め
て
い
る
」
な
ど
の
意

見
が
出
た
。

　

ま
た
青
壮
年
部
の
方
々
か
ら
は
、「
静

岡
牧
之
原
茶
を
全
国
に
広
め
る
た
め
に
ブ

ラ
ン
ド
茶	

『
望
』	

を
勧
め
て
い
る
」「
共

同
作
業
を
勧
め
て
い
る
が
、
茶
農
協
の
組

織
形
態
が
弊
害
と
な
っ
て
い
る
」「
市
内

の
茶
工
場
数
を
適
正
規
模
に
す
る
経
営
改

革
や
乗
用
型
機
械
に
対
応
す
る
基
盤
整
備

の
必
要
性
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
農
業
や
商
工
業
の
活
性
化
が
必
要

で
あ
り
、市
の
基
幹
作
物
で
あ
る
「
お
茶
」

等
の
振
興
と
そ
の
消
費
拡
大
に
つ
い
て
も
、

委
員
会
と
し
て
引
き
続
き
研
究
し
て
い
き

た
い
。

牧
之
原
市
商
工
会
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
・

ハ
イ
ナ
ン
農
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
と
の

意
見
交
換
会

（
日　

時
）平
成
27
年
９
月
８
日
㈫

（
出
席
者
）牧
之
原
市
商
工
会
観
光

サ
ー
ビ
ス
部
会　
　

５
名

ハ
イ
ナ
ン
農
業
協
同
組
合

青
壮
年
部　
　
　
　

４
名

事
務
局

総
務
建
設
委
員
会

意見交換会の様子

〜地場産品を利用した地域活性化の取組み〜

　『まきのはら茶づけ』とは、「静岡牧之原茶の消費拡大」や「お茶漬けを牧之原市の名物にしたい！」という熱い思
いの下に誕生した牧之原市の新しい地域グルメです。
　ＪＡハイナン青壮年部、牧之原市商工会、そして地元飲食店がスクラムを組み、結成された『まきのはら茶づけ研
究会（通称チャヅケン）』の加盟店で、今年４月から続々と販売を開始しました。

静
岡
牧
之
原
茶

相
良
の
天
然
塩

土
佐
伝
来
製
法
の
カ
ツ
オ
ブ
シ

①静岡牧之原茶②相良の天然塩③土佐伝来製法のカツオ

ブシ…の３条件さえ守れば、トッピングや味付けは自由

とあって、王道の和風から、洋食風、中華、イタリアン

など…各店が工夫を凝らしたオリジナル茶漬けを開発。

その美味しさや独自性が話題を呼んで、テレビの情報番

組や新聞で取り上げられるなど、今や全県的に人気急上

昇中です。	
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市内の各種団体ごとに「現在の課題」
や「将来のまちづくり」など話し合う
意見交換会を実施しています。

　

近
年
の
全
国
的
な
問
題
で
も
あ
る

が
、
市
内
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

会
員
が
減
少
し
て
い
る
。
高
齢
化
社

会
の
中
で
も
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が

よ
り
元
気
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、

市
の
老
人
ク
ラ
ブ
を
活
発
に
す
る
た

め
の
意
見
を
伺
う
目
的
で
、
意
見
交

換
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
が
抱
え
る
多
く
の
問

題
点
や
対
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。
主
な
問
題
点
と
し
て

は
、
個
人
の
趣
味
が
多
様
化
し
た
こ

と
に
よ
り
、
他
の
高
齢
者
の
組
織
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
地
域
社

会
の
形
態
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

た
め
、
従
来
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
時
代

の
変
化
に
合
わ
な
く
な
っ
た
と
い
う

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
こ
そ
が

ま
さ
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
抱
え
て
い
る

問
題
の
本
質
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　

榛
原
歯
科
医
師
会
と
の
意
見
交
換

会
は
、
昨
年
５
月
に
引
き
続
き
２
回

目
の
開
催
で
あ
っ
た
。
今
回
の
意
見

交
換
会
は
、
昨
年
の
会
で
ご
意
見
を

頂
い
た
歯
科
保
健
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
平
成
28
年
３
月
に
牧
之
原

市
歯
科
保
健
条
例
が
制
定
さ
れ
る
と

い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ

　

ま
た
、
補
助
金
に
つ
い
て
の
見
直

し
や
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
龍
眼
荘

内
の
設
備
改
修
の
要
望
事
項
が
出
さ

れ
た
。

		

老
人
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
現
在
の
問

題
点
や
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
当
委

員
会
で
は
「
牧
之
原
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
と
の
意
見
交
換
会
の
ま
と

め
」
と
い
う
こ
と
で
、
市
の
担
当
課

で
あ
る
健
康
福
祉
部
高
齢
者
福
祉
課

あ
て
に
報
告
書
を
提
出
し
、
今
後
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
が
活
性
化
し
て
い
く

よ
う
支
援
を
お
願
い
し
た
。

り
、
そ
の
必
要
性
を
再
確
認
す
る
と

い
う
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。

　

先
生
方
か
ら
は
「
歯
や
口
の
健
康

を
保
つ
こ
と
は
、
食
べ
た
り
、
飲
ん

だ
り
す
る
だ
け
で
な
く
、
全
身
の
健

康
増
進
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
上
で
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
」「
歯
科
保
健
対
策
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
市
の
歯
科

保
健
条
例
の
制
定
は
重
要
」
な
ど
の

貴
重
な
ご
意
見
や
、
歯
や
口
の
健
康

に
関
す
る
ご
説
明
を
い
た
だ
い
た
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
が
昨
年
12
月
に

市
長
に
提
出
し
た
「
地
域
医
療
の
あ

り
方
に
つ
い
て
」
の
提
言
書
の
中
で
、

歯
科
条
例
の
必
要
性
を
強
く
要
望
し

た
こ
と
も
あ
り
、
条
例
の
制
定
に
向

け
進
ん
だ
こ
と
は
、
当
委
員
会
と
し

て
も
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
意
見
交
換
会

（
日　

時
）平
成
27
年
７
月
28
日
㈫

（
出
席
者
）老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

７
名

社
会
福
祉
協
議
会　

２
名

市
職
員　

２
名　

事
務
局

榛
原
歯
科
医
師
会
と
の
意
見
交
換
会

（
日　

時
）平
成
27
年
９
月
１
日
㈫

（
出
席
者
）榛
原
歯
科
医
師
会　

９
名

事
務
局

文
教
厚
生
委
員
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
龍
眼
荘

意
見
交
換
す
る
参
加
者
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『議会だより』で振り返る10年！
　トップページでもご紹介した通り、去る10月11日に牧之原市は「市制施行10周年」を迎えました！
　市の誕生から３カ月後の平成18年１月にスタートした『まきのはら市議会だより』も年４回の発行
を続け、今回の第40号が丸10年の記念号となりました。
　これを記念して、第１号から10号ごとの節目の議会だよりの発行当時、広報委員だった現職議員の
みなさんに、当時の思い出と編集方針を振り返っていただきました。

【第31号】

【第21号】

①平成25年8月　②16名　③小杉康男　④赤堀勲

⑤「地区防災まちづくり計画」策定

①平成23年2月　②17名　③田村兼夫　④大石和央

⑤「浜岡原子力発電所に関する決議」を可決

　現在とは違い、当時の広報特別委員会には両常任委員会の委員長が
入るという体制だったため、本会議だけでなく、委員会の審議や議論
の内容を反映させた議会だよりのページ数の決定や各議員への原稿依
頼も、スムーズに行われていました。
　議会では激論の末に、新しい議員の定数が「17」から現行の「16」
に決定した際や「デマンド交通についての提言書」の提出時など、大
きな話題があった際は、誌面を割いて見開きで大きく特集するように
しました。
　また、第30号発行後の平成25年６月に、それまで議会の要職を歴
任され広報委員長としてもご活躍だった鷺坂隆夫議員が急逝されてし
まったことは今でも残念でなりません。

　私が委員長に就任するにあたっては①表紙の写真は市内の子どもさ
んたちとする②各ページのカラーは暖色系で統一する③わかりやすい
文章、内容に努める④余白を活かして、各㌻の原稿の文字数はできる
限り少なくする　ということを基本方針として掲げました。①の表紙
写真については、掲載されたお子さんの保護者からも喜ばれるなど好
評だったと記憶しています。
　また採決で賛否が分かれた議案への各議員の態度が市民にわかるよ
うに、賛否の一覧表を掲載するようにしました。現在の議会だよりと
は、趣を異にする部分もありますが、重要課題が山積する議会の様子
を伝えるべく委員全員が使命感を持って全力で編集にあたりました。

～鈴木千津子（当時委員、現委員長）～

～大石和央（当時委員長）～

　「議会だよりで振り返る10年！」特集は、いかがでしたでしょうか？　第１号の時は新米広報委員だった私ですが、10周年
の今回は委員長として任期の最後に記念号に携わることができました。この２年間の紙面作成にご協力いただいた同僚議員を
始め、すべてのみなさまに心から感謝いたします。	 （広報特別委員会委員長　鈴木千津子）
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〜祝！市制10周年！〜

『議会だより』で振り返る10年！
▷項目の内容　①発行年月　②当時の議員定数　③当時の議長　④当時の広報委員長
　　　　　　　⑤その年の主な市政ニュース

【第１号】

【第11号】

①平成18年１月　②22名　③大関住男　④田村兼夫

⑤榛原総合病院リニューアル

①平成20年8月　②22名（議員は21名）　③川島啓司

④大鐘俊英　⑤後期高齢者医療制度の開始

　合併後最初の議会だよりということで、まったくのゼロから委員全
員が意見を出し合い、見やすさ、わかりやすさを考えて、構成だけで
なく、活字の大きさや写真の使い方まで配慮しました。
　毎号の内容に合わせて「カラーテーマ」を決め、統一感を持たせま
した。各定例会の特集では「幸福実現都市を目指して牧之原市発進」「ク
ールビスで熱い議論」といったような読者に訴える見出しを付けるよ
うに苦心したことを覚えています。
　議員が自分たちでつくる誌面を心がけました。しかし、当時は毎号
16㌻しかなく、現在のように各議員の一般質問を１㌻ずつ紹介する
だけの紙面の余裕がなかったので、文章をまとめることが大変でした。

　２町の合併から３年が経過し、市政同様議会でもさまざまな課題や
問題点が顕在化してきた時期だったと思います。そんな中、「市民が
期待する議会改革を！」ということで、ちょうどこのころに、10人
の委員からなる「議会改革検討部会」を立ち上げ、翌年の『牧之原市
議会基本条例』制定につなげました。また議員の「費用弁償」も廃止
しました。
　議会だよりでも「議会とは？」という特集ページをつくり「議員と
は？」「本会議とは？」「委員会とは？」というような基本的な議会紹
介を行ったほか、紙面を通じて、議会の傍聴を呼びかけたり、『市民
の声』というコーナーも作り、市民のみなさんからのご意見、ご要望
を掲載しました。

～太田佳晴（当時副委員長）～　

～本杉光雄（当時委員）～
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12月定例会の日程
提案説明
通告質疑
一般質問
一般質問
審議・採決

12月2日㈬
９日㈬
14日㈪
15日㈫
22日㈫
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牧之原市議会定例会（一般質問等）については、ホームページに掲載されています。
「まきのはら議会だより」は再生紙を使用しています。
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『オキツグくんがゆく！！』〜まきのはら議会マメ知識〜

≪友好姉妹都市「松川町議会」来たる≫
　さる８月24、25日、長野県松川町議会がわが市を表敬訪問されました。
　昭和61年「町制30周年を記念し海の見える町との姉妹都市提携を計画」していた松川町が、
塩の道や戦時中の疎開などで交流のあった旧相良町に打診し、「友好姉妹町」協定が締結され
た事に始まります。
　以来、婦人会やスポーツ少年団などの相互訪
問を主体とし交流を深め、市誕生以後は平成18
年10月「松川町制50周年記念式典」の中で、あ
らためて調印され現在に至っております。（平
成23年７月には災害時応援協定も締結）

　また「牧之原市制施行10周年記念式典」に
は松川町をはじめ、旧２町時代からの友好都
市である「米ワシントン州ケルソー市」や
「熊本県人吉市」「青森県三戸町」よりたくさ
んの方がお見えになられ、祝賀ムードのなか、
旧交を温める機会となりました。
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